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■表紙の写真説明

３月号　目 次

－さつま永野ウォーキング大会－

黄金ロード再発見！

02　住宅用火災警報器の設置義務化

07　さつまエコアクションだより
　　よかとこトレード

08　まちのニュース 

06　農業振興地域の全体見直し
　　新規認定農業者の紹介 

05　鹿児島県議会議員選挙 

04　ていねいな子育てへの取り組み

14　我が校の特色ある教育活動

12　認知症シリーズ
　　自衛官募集

15　川内川激特
　　鶴田ダム再開発速報

16　くらしの情報

17　がんばれ認定農業者

20　人・夢
　　休日在宅医・薬局

18　ひと仕事（さつまに生きる）

19　誕生・おくやみ
　　１歳で～す
　　保健師だより

　２月13日、永野地区で「結の里さ

つま永野ウォーキング大会」が開催

されました。この大会は永野地区の

方々が「地域の魅力をもっと多くの

方に広めたい」という思いで毎年開

催されています。

　今年は西郷菊次郎氏の生誕150年

にあたり、県内外から約700人が参

加し、永野地区の歴史探訪を行いま

した。途中、永野語り部隊のメンバ

ー（永野地区の小中学生）が金山史

跡についてわかりやすく説明を行い、

参加者は熱心に聞き入っていました。

　中間点の金山公民館では毎年恒例

の「がねの天ぷら」や「お茶」が振

舞われ、参加者からは「とても美味

しくて疲れが取れた」と感謝の言葉

が寄せられました。
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発
見
者
が
、
家
の
外
か
ら
の
警
報
音
に
気
付
き
自
宅
周
辺
を
探

し
た
と
こ
ろ
、
自
宅
の
向
か
い
側
の
住
宅
か
ら
煙
が
出
て
い
る
の

を
発
見
し
１
１
９
番
通
報
。

　
こ
の
事
案
は
、
居
住
者
が
煮
物
を
す
る
た
め
に
ガ
ス
コ
ン
ロ
に

火
を
つ
け
た
後
、
そ
の
ま
ま
外
出
し
た
た
め
に
起
こ
っ
た
も
の
で

す
。

　
消
防
隊
が
現
場
に
到
着
後
、
居
間
の
戸
を
取
り
外
し
、
煙
が
充

満
し
た
室
内
に
進
入
し
た
と
こ
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、
台
所
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火
が
つ
い
た
ま
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の

ガ
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コ
ン
ロ
上
で
煙
を
発
し
て
い
る
鍋
を
発
見
し
た
た
め
、
ガ
ス

コ
ン
ロ
の
器
具
せ
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を
戻
し
消
火
し
ま
し
た
。
（
窓
を
開
け
て
換

気
し
た
と
こ
ろ
、
警
報
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は
停
止
し
ま
し
た
）
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宅
火
災
に
よ
る
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の
発
生
原
因
で
最
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高
い
の
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「
逃
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遅
れ
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、
ま
た
就
寝
中
に
発
生
し
た
火
災
に
よ
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も
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。
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消
防
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
横
断
幕
、
の
ぼ
り
旗
を
掲
示
し
て
の

広
報
活
動
及
び
避
難
訓
練
等
で
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
重
要
性
や

設
置
方
法
を
説
明
し
、
設
置
促
進
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、

設
置
済
証
交
付
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の
あ
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住
宅
の
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に
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し
て
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住
宅
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テ
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交
付
し
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す
。
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頃
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交
付
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、
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内
の
設
置
率
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
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の
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組
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の
結
果
、
平
成
20
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付
率
が
平
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22
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12
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末
現
在
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．
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な
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し
た
。

　
今
後
も
全
世
帯
設
置
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
消
防
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
横
断
幕
、
の
ぼ
り
旗
を
掲
示
し
て
の

広
報
活
動
及
び
避
難
訓
練
等
で
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
重
要
性
や

設
置
方
法
を
説
明
し
、
設
置
促
進
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、

設
置
済
証
交
付
申
請
の
あ
っ
た
住
宅
の
関
係
者
に
対
し
て
「
住
宅

用
火
災
警
報
器
設
置
済
証
（
ス
テ
ッ
カ
ー
）
」
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
20
年
９
月
頃
か
ら
、
こ
の
交
付
簿
に
よ
る
集
計
を
開
始
し
、

町
内
の
設
置
率
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
平
成
20
年
に
23
％
だ
っ
た
ス
テ

ッ
カ
ー
の
交
付
率
が
平
成
22
年
12
月
末
現
在
で
は
、
81
．
３
％
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
全
世
帯
設
置
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
つ
ま
町
消
防
本
部
の
取
組
状
況

さ
つ
ま
町
消
防
本
部
の
取
組
状
況

※平成22年12月末現在のステッカー交付率から算定※平成22年12月末現在のステッカー交付率から算定

設置率81.3％設置率81.3％

設置義務化まであと３か月設置義務化まであと３か月
平成23年６月１日から設置が義務化になります平成23年６月１日から設置が義務化になります

お
問
い
合
わ
せ
先
　
さ
つ
ま
町
消
防
本
部 

予
防
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
（
52
）
０
１
１
９

１日でも早く設置しましょう！１日でも早く設置しましょう！

住宅用火災警報器は、寝室に設置しましょう

ステッカーは見えやすい場所に貼りましょう



「困った子」ではなく「困っている子」

・「困っている子」＝支援が必要な子

・どの子もみんな何らかの支援が必要な子

・「対処」「指導」よりも「理解」すること

できないことを叱られるのではなく、できそうな
ことをさせてもらい、できたことをほめられる。

感覚統合をすすめる（脳の中の電線
の電気の通りをよくする）遊びの要素

・揺　れ　ブランコ
　　　　　抱っこしてゆする
・回　転　抱っこで回転
　　　　　芋ムシごろごろ
・加速度　フロアカー遊び
　　　　　すべり台
・上下動　トランポリン
　　　　　高い高い
・触　覚　抱きしめる
　　　　　水遊び　粘土

て
い
ね
い
な
子
育
て
へ
の
取
り
組
み
に
向
け
て

こ
と
ば
の
発
達
に
関
す
る

　
　
　
　
　
講
演
会
を
開
催

こ
と
ば
の
発
達
に
関
す
る

　
　
　
　
　
講
演
会
を
開
催

ことばを「水鉄砲」に例えると

言えることば わかることば

コミュニケーション

一番大切なのは「伝えたい気持ち」を育てること

４広報さつま５ 広報さつま

投票区

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

第10投票区

第11投票区

第12投票区

第13投票区

投 　 　 票 　 　 所 　 　 名

盈 進 小 学 校 体 育 館

虎 居 地 区 公 民 館

平 川 営 農 研 修 セ ン タ ー

大 薄 公 民 館

柊 野 区 公 民 館

湯 田 い き い き 研 修 館

船木地区農業構造改善センター

時 吉 ほ た る 館

佐 志 地 区 公 民 館

広 瀬 集 会 所

山 崎 地 区 公 民 館

久 富 木 区 公 民 館

北 原 公 民 館

投 　 　 票 　 　 所 　 　 名

二 渡 清 流 館

白 男 川 小 学 校 体 育 館

泊 野 小 学 校 体 育 館

鶴田地区コミュニティセンター

鶴 田 保 健 セ ン タ ー

柏 原 地 区 集 会 施 設

紫 尾 小 学 校 体 育 館

永 野 交 流 館

金 山 公 民 館

求 名 交 流 館

下 狩 宿 公 民 館

さ つ ま 町 役 場 薩 摩 支 所

中 津 川 交 流 館

投票区

第14投票区

第15投票区

第16投票区

第17投票区

第18投票区

第19投票区

第20投票区

第21投票区

第22投票区

第23投票区

第24投票区

第25投票区

第26投票区

■期日前投票のできる期間及び場所

４月２日（土）から４月９日（土）まで【８日間】　

◎さつま町役場　本　　庁　中別館前

　午前８時３０分から午後８時まで

◎さつま町役場　鶴田支所　１階小会議室

　午前８時３０分から午後７時まで

◎さつま町役場　薩摩支所　会議室１（新館）

　午前８時３０分から午後７時まで

『
生
か
そ
う
一
票
　
わ
た
し
が
主
役
』

『
生
か
そ
う
一
票
　
わ
た
し
が
主
役
』

　県民全体の利益を代表し、県民の総意を反映すべき使

命を負っている議員を選ぶ大切な選挙です。

　投票は町内２６か所の投票所で午前７時から午後７時

まで行われます。棄権のないように投票しましょう。

　また、選挙当日に投票所へ行くことができない人は、

期日前投票ができますので、ご利用ください。

投票日です
鹿児島県議会議員選挙の

４月10日（日）は

■お問い合わせ先：町選挙管理委員会（役場総務課内）℡５３－１１１１（内線２２１３）

※今回の選挙から次の投票所が変更になっていますのでご注意ください。

　　　【前回】　　　　　【今回】

　　仮屋原公民館　→　佐志地区公民館

　　荒瀬公民館　　→　山崎地区公民館

　　須杭公民館　　→　二渡清流館

　　大平公民館　　→　鶴田地区コミュニティセンター

　　大俣公民館　　→　鶴田保健センター

■選挙当日（４月１０日）の投票所一覧

　
平
成
23
年
１
月
30
日
に
、
鶴

田
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

「
子
ど
も
の
こ
と
ば
の
育
ち
～

周
り
の
大
人
が
で
き
る
こ
と
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
東
京
都
在

住
の
言
語
聴
覚
士
　
中
川
信
子

先
生
を
講
師
に
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

さ
つ
ま
町
の
現
状

　
子
ど
も
の
言
葉
の
発
達
に
つ

い
て
は
、
町
が
実
施
す
る
乳
幼

児
健
康
診
査
に
お
い
て
、
「
言

葉
が
遅
い
」
「
言
葉
の
数
が
少

な
い
」
等
、
経
過
を
見
る
子
ど

も
が
、
１
歳
６
か
月
児
も
３
歳

児
も
県
平
均
よ
り
高
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　講
演
会
の
参
加
状
況

　
町
内
外
か
ら
、
保
育
士
、
教

諭
、
保
健
師
、
医
療
関
係
者
、

保
護
者
等
約
３
０
０
人
の
方
の

参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

子
ど
も
の

言
葉
の
問

題
に
つ
い

て
、
関
心

の
高
さ
が

う
か
が
え

ま
し
た
。

講
演
会
の
様
子

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
１

時
ま
で
、
昼
食
な
し
の
講
演
時

間
で
し
た
が
、
参
加
者
は
、
中

川
先
生
ご
自
身
の
体
験
を
交
え

た
話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

講
演
会
の
内
容

　
言
葉
は
、
個
人
差
が
大
き
い

け
れ
ど
、
２
歳
５
か
月
で
90
％

の
子
ど
も
が
２
語
文
を
話
す
こ

と
や
、
一
番
大
切
な
こ
と
は

「
伝
え
た
い
気
持
ち
を
育
て
る

こ
と
」
で
あ
り
、
言
葉
が
遅
い

子
ど
も
に
は
実
体
験
を
通
し
て
、

こ
と
が
ら
や
こ
と
ば
を
わ
か
っ

て
も
ら
う
関
わ
り
が
必
要
で
あ

る
こ
と
。

　
言
葉
の
働
き
は
大
脳
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
生
命
の

中
枢
で
あ
る
脳
幹
の
た
め
に
、

「
早
寝
早
起
き
」
「
よ
く
遊
び

よ
く
学
べ
」
の
基
本
的
な
こ
と

を
行
い
、
次
に
、
心
に
関
係
す

る
大
脳
辺
縁
系
の
た
め
に
「
ほ

め
て
育
て
よ
」
を
行
い
、
そ
れ

ら
を
活
発
に
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
言
葉
の
働
き
も
よ
く
な

り
ま
す
。

　
親
子
で
体
を
存
分
に
使
い
遊

び
を
行
う
こ
と
が
言
葉
の
発
達

に
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、

子
ど
も
は
皆
自
分
の
中
に
成
長

す
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ど
の
子
ど
も
に
も
「
て
い

ね
い
な
ひ
と
り
ず
つ
」
を
大
事

に
す
る
関
わ
り
が
大
切
で
す
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
話
の
中
で
、
「
ま
わ
り
に

こ
ん
な
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
」

と
具
体
例
が
３
例
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
ク
セ
」
に
参
加
者
は
、

自
分
や
自
分
の
家
族
を
思
い
浮

か
べ
て
笑
い
が
で
て
い
ま
し
た
。

　
ど
の
人
も
皆
何
ら
か
の
「
ク

セ
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
そ

の
「
ク
セ
」
を
別
の
面
か
ら
み

る
と
、
長
所
と
見
え
る
こ
と
に

納
得
で
し
た
。

　
地
域
全
体
で
、
子
ど
も
の
育

ち
を
支
え
る
方
向
に
動
く
こ

と
、
子
ど
も
も
保
護
者
も
先
生

も
「
助
け
て
」
「
手
伝
っ
て
」

と
言
え
る
関
係
・
連
携
が
大
切

と
い
う
お
話
が
最
後
に
あ
り
ま

し
た
。

　※
資
料
の
必
要
な
方
は
、
健
康

増
進
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



さ
つ
ま
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
よ
り

さ
つ
ま
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
よ
り
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農
業
振
興
地
域
制
度
は
、

農
林
水
産
大
臣
が
定
め
た

基
本
指
針
に
基
づ
き
、
県

知
事
が
農
業
振
興
地
域
を

指
定
し
、
市
町
村
が
「
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

　
市
町
村
で
は
、
「
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
」
に

お
い
て
、
農
用
地
利
用
計

画
及
び
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
定
め
、
優
良
な
農
地
を

保
全
す
る
と
と
も
に
、
農

業
振
興
の
た
め
の
各
種
施

策
を
計
画
的
に
実
施
し
、

市
町
村
が
定
め
る
総
合
的

な
農
業
振
興
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
農
業
振
興
地
域
制
度
は
、

農
林
水
産
大
臣
が
定
め
た

基
本
指
針
に
基
づ
き
、
県

知
事
が
農
業
振
興
地
域
を

指
定
し
、
市
町
村
が
「
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

　
市
町
村
で
は
、
「
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
」
に

お
い
て
、
農
用
地
利
用
計

画
及
び
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
定
め
、
優
良
な
農
地
を

保
全
す
る
と
と
も
に
、
農

業
振
興
の
た
め
の
各
種
施

策
を
計
画
的
に
実
施
し
、

市
町
村
が
定
め
る
総
合
的

な
農
業
振
興
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
本
町
の
全
体
見
直
し
後

の
農
用
地
面
積
等
に
つ
い

て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
本
町
の
全
体
見
直
し
後

の
農
用
地
面
積
等
に
つ
い

て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

【
用
語
解
説
】

　
農
用
地
利
用
計
画
は
、
今
後
10

年
以
上
に
わ
た
り
農
業
上
の
利
用

を
確
保
す
べ
き
土
地
お
よ
び
農
用

地
区
域
内
の
農
業
上
の
用
途
指
定

を
定
め
て
い
る
計
画
で
す
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
農
用
地

利
用
計
画
以
外
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
開
発
計
画
や
農
用
地
等
の

保
全
計
画
、
ま
た
、
農
業
近
代
化

施
設
の
整
備
計
画
等
を
定
め
て
い

る
計
画
で
す
。

【
用
語
解
説
】

　
農
用
地
利
用
計
画
は
、
今
後
10

年
以
上
に
わ
た
り
農
業
上
の
利
用

を
確
保
す
べ
き
土
地
お
よ
び
農
用

地
区
域
内
の
農
業
上
の
用
途
指
定

を
定
め
て
い
る
計
画
で
す
。

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
農
用
地

利
用
計
画
以
外
の
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
開
発
計
画
や
農
用
地
等
の

保
全
計
画
、
ま
た
、
農
業
近
代
化

施
設
の
整
備
計
画
等
を
定
め
て
い

る
計
画
で
す
。

■農振面積表 （単位：ha）

現
　
況

総
面
積

農業振興地域 19,460

2,819

16,641

2,385

1,906

479

821

542

279

378

150

227

3,584

2,598

986

3,584

2,598

986

79

55

24

9,563

27

9,536

6,235

139

6,096

0

0

0

0

0

0

農用地区域

農　　用　　地

農　　　　　地

田 畑 計

計 その他

樹園地

採　草
放牧地

農業用
施　設
用　地

混牧林地
以外の
山林原野

混牧
林地

農振白地

（小数点以下処理により合計数字との誤差が生じる場合があります）

農用地区域内においては基本的に農地転用が出来ない事になっています。今後、農用地区域内で住宅建築等の
農地以外への利用を考えておられる方、農業振興地域等に対するお問い合わせは、下記までお願いします。

お問い合わせ先：役場 農政課 農政係(内線2423)

（
平
成
23
年
１
月
18
日
認
定
）

　
１
月
18
日
、
役
場
町
長
室
に
お
い
て
、
２
人
の
方

が
認
定
農
業
者
に
認
定
さ
れ
、
農
業
経
営
改
善
計
画

認
定
書
の
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た

紫尾 湯田 

優良牛の育成に
努力します！　

目標達成に向けて
頑張ります！

生産牛＋水稲果樹＋露地野菜

大迫 勝哉(50歳)児玉 周次(63歳)氏名(敬称略)

居住地区

経営作目

意気込み

　
認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
意
欲
の
あ
る
農
業
者
が
自
ら
の

経
営
を
計
画
的
に
改
善
す
る
為
に
作
成
し
た
「
農
業
経
営
改

善
計
画
」
を
町
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。

　
本
町
の
認
定
農
業
者
数
は
１
月
18
日
現
在
で
個
人
経
営
体

２
０
１
、
組
織
経
営
体
32
、
合
計
２
３
３
経
営
体
で
す
。

　
認
定
農
業
者
に
対
し
て
は
、
関
係
機
関
が
各
種
支
援
策
を

集
中
的
・
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

前
回
に
引
き
続
き
、
省
エ
ネ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
毎
日
入
る
お
風
呂
で
・
・
・

①
普
段
、
１
日
１
回
、
２
時
間

放
置
し
４
．
５
℃
低
下
し
た
お

湯
２
０
０
㍑
を
追
い
焚
き
し
て

か
ら
入
浴
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、

間
隔
を
あ
け
ず
に
入
浴
す
る
と
、

ど
の
く
ら
い
省
エ
ネ
に
な
る
で

し
ょ
う
か
？

②
シ
ャ
ワ
ー
で
45
℃
の
お
湯
を

流
す
時
間
を
１
分
間
短
縮
し
た

場
合
、
ど
の
く
ら
い
省
エ
ネ
に

な
る
で
し
ょ
う
か
？

省
エ
ネ
ク
イ
ズ

　
　
～
お
風
呂
編
～

答え！

①年間で38.20ｍ3のガス量の省エネにつながり、約6,000円の節約になります。

②年間で12.78ｍ3のガス量、4.38ｍ3の水道料の省エネにつながり、ガスが約

　2,000円、水道が約1,000円の合わせて3,000円の節約になります。

湯船入浴とシャワー入浴とではどちらがお得なのか？という疑問が浮かびます。

浴槽1杯約200㍑分のお湯は、シャワーを16分（１分あたり12㍑）使用する量とほぼ同じです。

入浴時間が１人５分と仮定すると・・・

●３人までの場合は、５分×12㍑×３人＝180㍑となり、浴槽１杯に満たない量である

ことから、シャワー入浴の方がお得となります。

●4人以上の場合は、５分×12㍑×4人＝240㍑となり、浴槽１杯以上の量を使用するこ

ととなることから、湯船入浴の方がお得となります。

＜省エネメモ＞

※上記は、湯船入浴とシャワー入浴の単純比較です。そのため、入浴時間を１人５分と固定し、湯船への追加給湯

　等は考慮していません。　　　　　　出典:(財）省エネルギーセンター「家庭の省エネ大辞典２０１０年度版」

「よかとこトレード」とは？

曽於郡大崎町の広報紙の１コーナーで
まちの情報を交換しあい、多くの人に
お互いのまちを知っていただくことを
目的としたコーナーです。
さつま町の情報は「広報おおさき２月
号」で紹介されました。

　志布志湾に面した全長７キロの海岸と

松の緑が自慢。松林は，  『白砂青松１００

選』に選ばれています。

　環境問題にもいち早く取り組みゴミは

２８種類に分別。３年連続ごみのリサイ

クル率日本一を達成！

　カブトムシが目印の道の駅に隣接した

『あすぱる大崎』では、食事や温泉も魅

力です。

　また、５世紀半ばに築かれたという

『横瀬古墳』は、完全な前方後円の形態

を残していることが有名。皆様のお越し

を心よりお待ちしています。

　詳しくは、おおさき観光案内所まで！

■お問い合わせ先：おおさき観光案内所

　℡０９９－４７７－２４００

【大崎町概要】
■人口　14,799人（平成23年２月１日現在）
■広報発行部数　5,900部
■日本一　ごみのリサイクル率・養殖うなぎ・ブロイラー
■ホームページアドレス　http://www.town.kagoshima-osaki.lg.jp/

新
規
認
定
農
業
者
の
紹
介

　本町では、「農業振興地域の整備に関する法律」に基づき、「さつま農業振興地域整備計画」の変更
（全体見直し）を行っておりましたが、すべての事務手続きが終了し、2月1日から新たな計画で農業振
興地域の管理運営を行うことになりました。

　本町では、「農業振興地域の整備に関する法律」に基づき、「さつま農業振興地域整備計画」の変更
（全体見直し）を行っておりましたが、すべての事務手続きが終了し、2月1日から新たな計画で農業振
興地域の管理運営を行うことになりました。

さつま町農業振興地域整備計画

全体見直しが終了～省エネでカラダもフトコロもあたたかく～

■大崎海岸■大崎海岸

▲横瀬古墳▲横瀬古墳 ▲くにのまつばらキャンプ場▲くにのまつばらキャンプ場 ▲カブトムシ像（あすぱる大崎）▲カブトムシ像（あすぱる大崎）

まちの情報交換 よかとこトレード －大崎町の紹介－
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み
や
ん
じ
ょ
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

さ
つ
ま
惑
交
流
大
会

吹
奏
楽
と
手
踊
り
の
共
演
も
！

熟
年
パ
ワ
ー
全
開
！

柊
野
小
紙
漉
き
体
験

伝
統
に
ふ
れ
る
！

た
ば
こ
種
ま
き

豊
作
を
願
っ
て
！

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
春
季
キ
ャ
ン
プ

さ
つ
ま
町
か
ら
新
た
な
シ
ー
ズ
ン
へ

「
さ
つ
ま
の
日
」
　

　
の
活
動
を
実
践
！

第
９
回
す
く
す
く

　
た
け
の
こ
の
集
い

宮
之
城
初
市

多
く
の
人
で
賑
わ
う
！

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
・
愛
媛
Ｆ
Ｃ

城
南
一
和
・
カ
タ
ー
レ
富
山

８広報さつま９ 広報さつま

　
１
月
３０
日
、
宮
之
城
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
「
み
や
ん
じ
ょ
吹

奏
楽
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鶴
田
小
学
校
器
楽
部
、
盈
進

小
学
校
、
宮
之
城
中
学
校
、
鶴

田
中
学
校
、
薩
摩
中
学
校
の
吹

奏
楽
部
を
は
じ
め
、
薩
摩
中
央

高
等
学
校
と
宮
之
城
に
ゆ
か
り

の
あ
る
吹
奏
楽
経
験
者
の
合
同

ス
テ
ー
ジ
や
全
国
レ
ベ
ル
の
宮

之
城
吹
奏
楽
団
に
加
え
、
薩
摩

中
央
高
等
学
校
の
単
独
演
奏
も

あ
り
、
幅
広
い
演
奏
会
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
、
さ
つ
ま
町
５
周
年
記

念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
さ
つ
ま

町
民
音
頭
」
を
吹
奏
楽
で
演
奏

し
、
公
募
し
た
踊
り
子
３７
名
に

花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
空
き
缶
リ
サ
イ
ク
ル
や
表
紙

絵
コ
ン
ク
ー
ル
も
好
評
で
し
た
。

　
ま
た
、
舞
台
や
音
響
・
照
明

等
の
運
営
に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
ク
ラ
ブ
「
ほ
た
る
」
の
メ
ン

バ
ー
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、

よ
り
た
く
さ
ん
の
方
々
が
関
わ

る
、
町
ぐ
る
み
の
行
事
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。

　
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
参
加

者
の
層
の
厚
さ
・
幅
の
広
さ
・

音
の
広
が
り
を
感
じ
、
鑑
賞
者

も
参
加
で
き
る
楽
し
い
ス
テ
ー

ジ
で
し
た
。

　
第
２
回
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
タ

ｉｎ
さ
つ
ま
惑
交
流
大
会
が
、
１

月
２３
日
に
、
か
ぐ
や
姫
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九

州
各
県
か
ら
、
４０
歳
以
上
の
ラ

ガ
ー
マ
ン
１２
チ
ー
ム
２
３
８
人

が
参
加
し
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ

な
い
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
朝
か
ら
霜
が
強
く

寒
い
日
で
し
た
が
、
白
い
息
を

吐
き
な
が
ら
、
熟
年
の
技
と
並

は
ず
れ
た
体
力
で
懸
命
に
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
、
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
手
・
応
援
の
皆
さ

ん
は
、
会
場
に
準
備
し
て
い
た

チ
ク
リ
ン
鍋
で
体
を
温
め
て
い

ま
し
た
。

　
１
月
２２
日
「
鶴
田
和
紙
」
を

制
作
さ
れ
て
い
る
、
神
子
区
大

俣
公
民
会
の
野
元
さ
ん
宅
で
、

柊
野
小
学
校
児
童
が
紙
漉
き
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　
紙
漉
き
を
さ
れ
る
、
野
元
八

千
代
さ
ん
は
柊
野
区
出
身
で
、

嫁
が
れ
る
前
か
ら
自
宅
で
紙
漉

き
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
体
験
を
終
え
た
、
２
年
生
の

前
野
駿
く
ん
は
「
特
に
竹
ひ
ご

か
ら
紙
の
元
を
は
が
す
と
こ
ろ

と
、
植
物
の
根
元
か
ら
の
り
み

た
い
な
液
を
出
す
と
こ
ろ
が
す

ご
か
っ
た
。
ぼ
く
と
同
じ
出
身

地
で
和
紙
を
作
っ
て
い
た
こ
と

を
知
る
事
が
で
き
て
よ
か
っ
た
、

と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と

感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　
１
月
２６
日
、
県
た
ば
こ
耕
作

組
合
北
薩
事
業
所
管
内
の
薩
摩

地
区
生
産
者
に
よ
る
た
ば
こ
の

種
ま
き
が
、
薩
摩
地
区
た
ば
こ

育
苗
セ
ン
タ
ー
（
柏
原
）
に
お

い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
１５
人
の
生
産
者
で
、

約
２２
ｈａ
が
栽
培
さ
れ
、
１
億
１

千
万
円
の
販
売
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
た
ば
こ
は
、
買
い
入
れ
価
格

が
事
前
に
決
ま
っ
て
い
る
な
ど

安
定
し
た
作
物
で
あ
り
、
市
町

村
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
も
、
販

売
額
と
同
額
く
ら
い
が
税
収
と

し
て
入
っ
て
く
る
非
常
に
あ
り

が
た
い
作
物
で
す
。

　
た
ば
こ
は
「
た
ば
こ
税
が
さ

つ
ま
町
に
入
っ
て
く
る
お
店
」

の
、
の
ぼ
り
が
掲
げ
て
あ
る
お

店
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

会場が一体となった「吹奏楽」+「手踊り」

まだまだ、現役バリバリ！！

表紙絵準グランプリ
段 颯人さん（中津川小学校３年）

表紙絵グランプリ
前原 汐里さん（永野小学校６年）

上手にできたかな？

豊作を願って、関係者による種まき

　
１
月
２５
日
か
ら
２
月
２０
日
に

か
け
て
、
町
内
で
過
去
最
多
の

４
チ
ー
ム
が
春
季
キ
ャ
ン
プ
を

行
い
ま
し
た
。
県
内
で
も
「
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
地
」

と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
韓
国
の
「
城

南
一
和
」
は
、
昨
年
の
ア
ジ
ア

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
チ
ー
ム
で
、

３
年
連
続
３
回
目
の
キ
ャ
ン
プ

と
な
り
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
イ
ン

に
あ
わ
せ
て
、
町
内
で
生
産
さ

れ
た
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
、
キ
ン

カ
ン
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　
城
南
一
和
の
シ
ン
・
テ
ヨ
ン

監
督
は
、
「
昨
年
も
さ
つ
ま
町

で
の
キ
ャ
ン
プ
が
ス
タ
ー
ト
と

な
り
、
ア
ジ
ア
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
さ
つ
ま
町
で
１
年
の
ス

タ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

皆
様
に
良
い
報
告
が
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。
」
と
あ
い
さ

つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
７
日
、
盈
進
小
学
校
前

町
道
で
宮
之
城
初
市
が
開
催
さ

れ
、
宮
之
城
人
形
や
様
々
な
露

店
の
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売

り
、
が
ま
の
油
売
り
と
大
道
芸

ク
ラ
ウ
ン
ペ
ペ
に
よ
る
猿
ま
わ

し
も
あ
り
、
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
宮
之
城
屋
地
・
虎
居
商
店
街

で
は
、
恒
例
と
な
っ
た
百
縁
祭

（
百
円
商
店
街
）
も
同
時
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
虎
居
商
店
街
で
は
「
虎
居
で

Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
ト
ラ
イ
！
」
と
称
し

た
、
た
ま
ご
の
つ
か
み
取
り
大

会
や
そ
ば
の
ふ
る
ま
い
も
あ
り
、

虎
居
の
街
も
多
く
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
２
月
１１
日
、
鶴
田
中
央
公
民

館
ホ
ー
ル
で
「
第
９
回
す
く
す

く
た
け
の
こ
の
集
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
鶴
田
小
学
校
区
青

少
年
健
全
育
成
推
進
委
員
会

（
下
大
迫
次
男
委
員
長
）
の
主

催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
幼
児

か
ら
大
人
ま
で
、
日
頃
練
習
し

た
、
お
遊
戯
や
合
唱
、
合
奏
、

作
文
・
俳
句
の
発
表
、
伝
統
芸

能
の
披
露
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
舞
台
発
表
者
に
は
昼

食
と
し
て
地
元
農
業
団
体
が
提

供
し
た
お
米
で
に
ぎ
っ
た
「
お

に
ぎ
り
」
や
地
元
産
の
「
そ

ば
」
も
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

城南一和と愛媛ＦＣとの練習試合

地元サッカースポーツ少年団と城南一和との記念撮影（ＩＧＲ京セラ）

和太鼓サークルによる披露

初市の定番「宮之城人形」もお目見え盈進小学校児童からも拍手喝采

ソ
ン
ナ
ム
イ
ル
フ
ァ

す
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第
６
回
さ
つ
ま
町
女
性
大
会

求
名
小
学
校
狩
宿

分
校
閉
校
記
念
式
典

「
い
の
ち
の
教
育
」
大
切
に
！

全国訪問「おはなし隊」がやって来た！

80
年
の
歴
史
に
幕

さ
ぁ

図
書
室
に
行
こ
う
！

日
特
文
庫
開
設

鹿
児
島
を
ま
る
ご
と

味
わ
う
学
校
給
食

２
市
１
町
異
業
種

企
業
と
の
組
織
交
換
会

春
が
そ
こ
ま
で
！

梅
の
花
咲
く
薩
摩
ツ
ア
ー

和
に
親
し
む

　
　
　
陶
芸
体
験

さ
つ
ま
ふ
る
さ
と
体
験
塾

竹熊先生の講演の様子

開会行事の様子
キャラバンカーの前で記念撮影をする鶴田幼稚園児

屋地楽習館図書室に開設された「日特文庫」

生産者の説明を熱心に聞く参加者

うまくできるかな？

記念式典の様子

曽於市での企業研修会の様子

６年生児童と一緒に給食を食べる日髙町長

10広報さつま11 広報さつま

　
１
月
３０
日
、
さ
つ
ま
町
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
（
山
本
芳
子

会
長
）
の
主
催
に
よ
る
第
６
回

さ
つ
ま
町
女
性
大
会
が
薩
摩
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
各
種
団
体
な
ど

か
ら
約
２
７
０
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
「
が

い
か
ら
げ
劇
団
（
紫
尾
区
婦
人

グ
ル
ー
プ
　
会
員
７
名
）
」
の

鹿
児
島
弁
で
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る

寸
劇
で
幕
を
開
け
た
後
、
熊
本

県
公
立
菊
池
養
生
園
診
療
所
　

名
誉
園
長
　
竹
熊
宜
孝
先
生

（
熊
本
県
菊
池
市
在
住
）
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
竹
熊
先
生
は
こ
れ
ま
で
経
済

や
産
業
が
発
展
し
て
き
た
中

で
、
地
球
環
境
や
人
類
生
存
の

危
機
的
課
題
を
解
消
す
る
た
め

に
活
動
さ
れ
、
３０
数
年
に
わ
た

っ
て
土
か
ら
の
医
療
と
教
育
、

い
の
ち
の
尊
さ
を
訴
え
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
で
は
『
た
っ
た
一
つ

の
命
と
地
球
　
～
医
食
農
そ
し

て
教
育
の
視
点
か
ら
～
』
と
題

し
て
、
経
済
中
心
の
も
の
づ
く

り
の
考
え
方
で
は
な
く
、
い
の

ち
を
第
一
に
考
え
、
命
を
頂
い

て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
子

ど
も
た
ち
へ
「
い
の
ち
の
教

育
」
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
１４
日
・
２６
日
と
２
月
２

日
、
講
談
社
が
主
催
す
る
「
本

と
あ
そ
ぼ
う
　
全
国
訪
問
お
は

な
し
隊
」
が
、
町
内
３
つ
の
図

書
室
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
町
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の

園
児
を
始
め
一
般
参
加
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
約
２
９
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
絵
本
で
お
な
じ
み
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
描
か
れ
た
キ
ャ
ラ
バ

ン
カ
ー
に
子
ど
も
達
は
大
喜
び

し
、
た
く
さ
ん
の
絵
本
の
中
か

ら
お
気
に
入
り
を
見
つ
け
て
読

ん
だ
り
、
お
は
な
し
隊
の
隊
長

さ
ん
や
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
を
楽
し

ん
だ
り
、
心
に
残
る
本
と
出
会

え
た
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
絶
え

な
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
求
名
小
学
校
狩
宿
分
校
閉
校

記
念
式
典
が
２
月
１２
日
、
求
名

小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
式
典
に
は
、
修
了
生
や
在

職
さ
れ
た
先
生
、
地
域
の
方
々

な
ど
多
く
の
方
が
出
席
し
、
分

校
８０
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。

　
式
典
は
当
初
、
分
校
跡
地
で

行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
雪

の
た
め
求
名
小
学
校
体
育
館
に

変
更
と
な
り
「
狩
宿
分
校
の
あ

ゆ
み
」
の
紹
介
や
校
歌
の
斉
唱
、

ス
ラ
イ
ド
で
の
記
念
碑
の
除
幕

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
狩
宿
分
校
は
、
昭
和
５
年
４

月
に
開
校
し
、
こ
れ
ま
で
に
９

０
２
人
の
修
了
生
を
送
り
出
し

ま
し
た
が
、
少
子
化
に
よ
る
児

童
数
の
減
少
に
よ
り
、
平
成
１９

年
４
月
か
ら
休
校
、
平
成
２２
年

５
月
に
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
月
下
旬
の
全
国
学
校
給
食

週
間
に
あ
わ
せ
て
、
１
月
２４
日

か
ら
２８
日
ま
で
「
鹿
児
島
を
ま

る
ご
と
味
わ
う
学
校
給
食
」
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
期
間

中
は
、
町
産
の
お
米
（
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
）
や
野
菜
な
ど
、
地
元
農

作
物
を
多
く
取
り
入
れ
た
給
食

が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
２８
日
に
は
、
家

庭
に
お
け
る
手
づ
く
り
お
に
ぎ

り
持
参
の
日
と
題
し
て
、
子
供

た
ち
や
保
護
者
が
作
っ
た
「
お

に
ぎ
り
」
を
持
参
す
る
給
食
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
日
髙
町
長
を
は
じ

め
町
や
教
育
委
員
会
関
係
者
が

各
学
校
で
交
流
給
食
に
参
加
さ

れ
、
子
供
た
ち
も
楽
し
い
給
食

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
取
り
組
み
で
は
「
食
」

の
大
切
さ
を
学
ぶ
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
２
月
１５
日
、
町
も
の
づ
く
り

企
業
振
興
会
と
日
置
市
異
業
種

交
流
懇
話
会
及
び
曽
於
市
企
業

懇
話
会
と
の
意
見
交
換
会
が
曽

於
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
も
の
づ
く
り
企
業
振
興
会

は
、
本
町
に
立
地
さ
れ
て
い
る

金
属
加
工
や
電
子
機
械
関
係
の

企
業
で
組
織
さ
れ
、
関
係
機
関

と
の
情
報
交
換
並
び
に
相
互
研

修
を
目
的
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、

今
回
曽
於
市
で
の
意
見
交
換
会

に
２５
人
が
参
加
し
、
曽
於
市
・

日
置
市
の
組
織
を
合
わ
せ
て
総

勢
６５
人
の
参
加
に
よ
り
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
に
先
立
ち
、
曽

於
市
の
立
地
企
業
２
社
の
企
業

訪
問
も
行
い
、
日
頃
関
わ
り
の

な
い
業
種
・
企
業
の
情
報
等
が

得
ら
れ
、
ま
た
交
流
が
図
ら
れ

た
こ
と
で
有
意
義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
町
５
周
年
記
念
に
対

し
て
、
日
本
特
殊
陶
業
㈱
か
ら

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
活
用
し
て
屋
地
楽
習

館
図
書
室
に
「
日
特
文
庫
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

　
開
架
図
書
は
、
未
来
の
さ
つ

ま
町
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
や

か
な
発
達
を
促
す
た
め
の
、
乗

り
物
に
関
す
る
本
、
児
童
書
、

絵
本
や
語
学
に
関
す
る
本
を
中

心
に
１
２
２
冊
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　
是
非
、
家
族
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
２
月
１５
日
、
町
観
光
協
会
主

催
の
「
第
９
回
梅
の
花
咲
く
薩

摩
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
毎
年
薩
摩
地
区
で
開
催
さ

れ
て
い
る
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
、

鹿
児
島
市
を
始
め
県
内
各
地
か

ら
１
４
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
毎
回
申
込
者
が
多
い
た
め
今

回
は
ツ
ア
ー
定
員
を
増
や
し
、

２
箇
所
の
梅
園
で
そ
れ
ぞ
れ
花

見
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
年
は
寒
さ
の
影
響
も
あ
り

梅
の
花
は
１
～
２
分
咲
き
で
し

た
が
、
そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う

ス
タ
ッ
フ
が
お
も
て
な
し
の
心

で
参
加
者
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
満
開
時

期
に
ま
た
来
た
い
」
な
ど
薩
摩

西
郷
梅
に
興
味
の
あ
る
意
見
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
月
１５
日
と
２
月
１２
日
の
２

回
に
わ
た
り
、
さ
つ
ま
ふ
る
さ

と
体
験
塾
生
２２
人
が
、
西
田
陶

芸
教
室
（
湯
田
）
の
方
か
ら
指

導
を
い
た
だ
き
「
陶
芸
体
験
」

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
柏
原
小
学
校
４
年
本
村
恕
く

ん
は
、
作
り
な
が
ら
「
大
き
く

な
り
す
ぎ
た
せ
い
か
花
瓶
な
の

か
湯
の
み
な
の
か
分
か
ら
な
く

な
っ
た
」
と
友
達
に
語
り
か
け

笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
盈
進
小
学
校
６
年
井

ノ
上
愛
里
さ
ん
、
下
田
志
歩
さ

ん
は
好
き
な
ア
イ
ド
ル
の
名
前

を
入
れ
た
表
札
を
制
作
。
「
こ

れ
で
わ
た
し
も
ア
イ
ド
ル
の
一

員
」
と
ノ
リ
ノ
リ
の
様
子
で
し

た
。
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募 集 項 目 応 募 資 格 受 付 期 間 試　験　日

一般曹候補生

（ 男・女 ）

18歳以上

27歳未満の者

(24年4月1日現在)

現在受付中

～５月６日(金)

１次試験 ５月２１日(土)

２次試験 ６月２２日(水)～２７日(月)

　までの間の指定する１日

４月１５日(金)～１８日(月)

までの間の指定する１日

現在受付中

～４月６日(水)

18歳以上

34歳未満の者

(24年4月1日現在)

18歳以上

55歳未満の者

(24年4月1日現在)

予備自衛官補

（ 一般公募 ）

予備自衛官補

（ 技術公募 ）

※予備自衛官補一般(３年以内に５０日の教育訓練、日額７，９００円)

※予備自衛官補技能(２年以内に１０日の教育訓練、日額７，９００円)

■お問い合わせ先

　自衛隊鹿児島地方協力本部薩摩川内出張所(℡ 22-2401)

　さつま町役場 安全安心対策課 安全安心対策係 (内線2215)

■
さ
つ
ま
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
■

３
、
記
憶
力
を
積
極
的
に
使
お
う
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
脳
を
使
う
生
活
を
し
て
い
る
と
認
知
症
に
な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
一
け
た
の

た
し
算
・
引
き
算
や
簡
単
な
文
章
の
音
読
、
特
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
は
効
果
的
で

す
｡

　
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
」
と
は

　
（
1
日
前
の
日
記
を
書
く
こ
と
で
、
脳
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
す
。
）

４
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
よ
う
！
　

　
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
う
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
、
出
か
け
る
計
画
を
立
て
る
こ

と
は
、
記
憶
力
や
注
意
力
の
ア
ッ
プ
に
役
立
ち
、
お
化
粧
や
お
し
ゃ
れ
は
大
き
な

楽
し
み
や
生
き
が
い
に
な
り
ま
す
。

５
、
ど
こ
に
、
何
を
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
・
・
・

　
ま
ず
は
、
お
電
話
を
！
　
　
　
　
　

★
さ
つ
ま
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
つ
ま
町
宮
之
城
屋
地
２
０
３
０
番
地

　
保
健
師
や
社
会
福
祉
士
が
相
談
に
あ
た
り
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
宮

之
城
病
院
）
と
連
携
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
（
直
通
）
０
９
９
６
（
52
）
４
６
９
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
～
金
曜
日
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

「
認
知
症
」
は
加
齢
や
病
気
な
ど
が
原
因
と
な
り
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ

る
脳
の
障
害
に
よ
る
「
病
気
」
で
す
。

生
活
習
慣
を
変
え
る
こ
と
で
、
発
症
を
遅
ら
せ
た
り
、
症
状
を
軽
く
抑
え
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

１
、
適
度
な
運
動
・
体
操
を
し
よ
う
！

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
有
酸
素

運
動
を
、
年
齢
や
体
力
に
合
わ
せ
て
行
う
と
脳
の
血
流
も
増
え
る
た
め
認
知
症
予

防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

２
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
調
理
に
挑
戦
し
よ
う
！

・
野
菜
や
果
物
、
魚
を
食
べ
よ
う
。

　
野
菜
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
Ｅ
、
β
カ
ロ
テ
ン
の
抗
酸
化
作
用
が
認
知
症

予
防
に
効
果
的
で
す
。

　
ま
た
、
鯖
、
鰯
、
鯵
な
ど
に
含
ま
れ
る
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）

や
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）
に
は
脳
の
伝
達
や
血
流
を
よ
く
す
る
働

き
が
あ
リ
ま
す
。

・
調
理
は
、
材
料
や
調
味
料
や
調
理
器
具
を
揃
え
た
り
、
味
つ
け
や
手
順
な
ど
考

え
た
り
す
る
な
ど
五
感
を
フ
ル
に
使
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
５
，
０
２
０
円
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
い
方
法
に
よ
っ
て
、
お

得
な
割
引
料
金
も
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

－
毎月納付（納付書による現金納付
及び翌月末振替の口座振替）

毎月振替【早割】
（当月末振替の口座振替）

６か月前納（現金納付）

平成２３年度

６か月前納（口座振替）

１年前納（現金納付）

１年前納（口座振替）

保険料額

１か月分

割引額 保険料額

６か月分

割引額 保険料額

１年度分

割引額

15,020円

14,970円 50円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

90,120円

89,820円 300円

730円

－

89,390円

89,100円 1,020円

180,240円

179,640円 600円

1,460円178,780円

178,200円 2,040円

3,200円177,040円

176,460円 3,780円

◎口座振替申込書に必要事項を記入・押印（金融機関の届出印）し、年金事務所に申し込みされるか、ご郵送
ください。また、金融機関窓口にご提出いただいても結構です。

◎前納のお申し込みは、①１年度分及び上期６か月分（４月分～９月分）は、２月末までに、また、②下期６
か月分（10月分～翌年３月分）は、８月末までに、川内年金事務所に必着となるようにお申し込みください。

◎すでに口座振替で前納されている方（引き続き第１号被保険者である方）は、毎年申し込みしていただく必
要はありません。

　
年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
年
金
を
受

け
て
い
る
方
が
死
亡
す
る
と
な
く
な
り

ま
す
が
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
の
分
ま

で
支
払
わ
れ
ま
す
。
死
亡
し
た
方
に
支

払
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
が
残
っ

て
い
る
と
き
は
、
遺
族
の
方
に
そ
の
分

の
年
金
（
未
支
給
年
金
と
い
い
ま
す
）

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
遺
族
の
方
な
ど
が
「
未
支
給
年
金
保

険
給
付
請
求
書
及
び
死
亡
届
」
を
役
場

町
民
係
ま
た
は
川
内
年
金
事
務
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
未
支
給
年
金
保
険
給
付
請
求
書
及
び

死
亡
届
」
に
は
「
年
金
証
書
」
の
ほ
か

死
亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類

（
戸
籍
抄
本
、
住
民
票
抄
本
な
ど
）
及

び
生
計
維
持
が
確
認
で
き
る
書
類
（
住

民
票
除
票
・
住
民
票
な
ど
）
が
必
要
で

す
。
こ
の
届
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
を

多
く
受
け
取
り
過
ぎ
て
、
後
で
返
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
未
支
給
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
の
で

き
る
遺
族
の
方
は
、
年
金
を
受
け
て
い

た
方
の
死
亡
当
時
、
そ
の
方
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
た
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

孫
、
祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
で
す
。

　
未
支
給
年
金
を
受
け
ら
れ
る
順
位
も

こ
の
と
お
り
で
す
。

※
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
が
亡

く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
遺
族
年
金
・

寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金
が
支
給
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
役
場
町
民
係
か

川
内
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

昨
日
の
朝
は

何
を
食
べ
ま

し
た
か
？

昨
日
の
買
い

物
で
何
を
買

い
ま
し
た
か
？

そ
の
時
の
金

額
は
い
く
ら

で
し
た
か
？

趣味や習い事

社会参加

野菜や果物、魚を
食べましょう！

調理は五感をフルに
使います

認
知
症
シ
リ
ー
ズ
④

「
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

平成23年度(前期)自衛官採用試験
◇
国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

◇
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

　
　
　
　
亡
く
な
っ
た
と
き

※予備自衛官補とは、陸上自衛隊において採用する非常勤の自衛官であり、

自衛隊勤務未経験の一般国民を対象に公募され、試験を経て採用されるこ

とになっています。身分は非常勤の防衛省職員(特別国家公務員)であり、

所定の教育訓練を終了した後、予備自衛官に任命されます。



平 川 小 学 校

佐 志 小 学 校

⑤

①

【国土交通省関連工事】

　　　　  　　　(平成23年２月10日現在)

≪激特事業関連工事　計29件≫

①湯田地区

　・築堤護岸工事(３件)・樋門工事(１件)

②虎居地区

　・築堤護岸工事(11件)

③推込地区

　・分水路掘削工事(５件)

　・河道内掘削工事(１件)

④二渡地区

　・築堤工事(６件)・樋門工事（２件）

　　　　　　　　　　　　　　　　

≪鶴田ダム再開発事業関連工事　計４件≫

⑤神子地区

　・工事用道路関連工事(３件)

　・法面処理工事(１件)

【北薩地域振興局関連工事】

　(平成23年２月10日現在)

⑥柏原地区

　・夜星川橋工事(３件)

　・護岸・取付道路工事（３件）

②虎居地区、宮之城屋地地区

　・宮都大橋工事(７件)

⑦山崎地区

　・護岸・道路取付工事(６件)

　・東橋工事(３件)

　・山崎橋工事(４件)

７

４

３

２

６

鶴田ダム

《今月の現場写真》

飛松健志 校長

井上俊秀 校長

川内川激特・鶴田ダム再開発速報川内川激特・鶴田ダム再開発速報
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我
が
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動

　
町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
ど
の
学
校
も
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

踏
ま
え
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
取
り
組
み
を
、
毎
月
２
校
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
月
は
、
平
川
小
学
校
と
佐
志
小
学
校
で
す
。

学校紹介
シリーズ
⑥

　現在、鶴田ダム再開発事業の本体着工に向けて、ダム本体までの工事用進入

道路等の工事を行っています。

工事に伴う交通規制などについて(お願い)
激特工事により、工事箇所周辺の町道などで通行止めや混雑が予想されます。
安全を第一に工事を進めてまいりますので、ご協力をお願いします。

工事に伴う交通規制などについて(お願い)
激特工事により、工事箇所周辺の町道などで通行止めや混雑が予想されます。
安全を第一に工事を進めてまいりますので、ご協力をお願いします。

　
読
書
に
親
し
む
環
境
作
り
に
心

が
け
、
図
書
室
の
掲
示
物
や
本
の

配
置
を
工
夫
し
た
り
、
推
薦
図
書

コ
ー
ナ
ー
を
充
実
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
図
書
委
員
会
も
、
本
の
読

み
聞
か
せ
や
紹
介
カ
ー
ド
を
書
い

て
意
識
高
揚
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

年
間
一
〇
〇
冊
読
破
を
掲
げ
、
達

成
者
が
続
々
出
て
い
ま
す
。
年
間

を
通
し
て
朝
の
読
書
タ
イ
ム
や
緑

蔭
読
書
、
読
書
デ
ー
の
取
組
も
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
保
護
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
活
躍
し
、

親
子
リ
レ
ー
読
書
も
実
施
さ
れ
、

親
子
読
書
の
定
着
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。

　
家
庭
と
連
携
し
学
力
向
上
の
基

盤
で
あ
る
基
本
的
生
活
習
慣
の
見

直
し
を
図
る
た
め
に
、
毎
月
第
二

週
を
「
ほ
っ
と
タ
イ
ム
ウ
イ
ー
ク

」
と
設
定
し
て
、
家
庭
学
習
時
間

調
査
、
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
、
そ
し
て
個
人
目
標
（
体
力
づ

く
り
・
親
子
読
書
・
ノ
ー
テ
レ
ビ

等
）
を
立
て
、
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
入
学
時
か
ら
個
人
カ

ル
テ
を
作
成
し
、
一
人
一
人
の
成

長
を
見
守
り
、
朝
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

タ
イ
ム
で
は
個
々
に
応
じ
た
基
本

問
題
に
取
り
組
ん
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
基
礎
学
力
の
定
着
と
向
上
へ
の

取
組
の
中
心
と
し
て
授
業
の
充
実

を
図
る
た
め
に
、
少
人
数
・
複
式

指
導
の
学
習
過
程
の
研
究
・
共
通

実
践
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
学

年
段
階
や
教
科
に
応
じ
た
基
本
的

な
学
習
の
し
つ
け
や
学
び
の
態

度
・
能
力
の
育
成
と
ガ
イ
ド
学
習

の
向
上
、
特
設
時
間
の
活
用
な
ど

で
す
。
少
人
数
の
よ
さ
を
生
か
し

た
き
め
細
か
な
指
導
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

　
地
域
の
高
齢
者
と
ふ
れ
あ
い
、

多
様
な
考
え
や
先
人
の
知
恵
に
接

す
る
機
会
の
一
つ
と
し
て
、
年
間

を
通
し
て
米
作
り
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
種
ま
き
・
代
か
き
・
田
植
え
・

草
取
り
・
か
か
し
作
り
・
稲
刈

り
・
脱
穀
・
餅
つ
き
な
ど
の
各
活

動
で
地
域
の
方
々
に
協
力
を
い
た

だ
き
、
教
室
で
は
な
か
な
か
接
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
的
な
技

術
・
技
能
な
ど
を
直
接
体
験
で
き

る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
の
取
組

と
し
て
、
読
書
の
充
実
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
朝
の
時
間
帯
や
業

間
に
読
書
の
時
間
を
設
定
し
た
り
、

カ
ラ
ー
刷
り
の
推
薦
図
書
目
録
を

全
児
童
に
配
布
し
た
り
し
て
、
読

書
に
対
す
る
意
識
の
恒
常
化
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
や
親
子
読
書
会
と

の
連
携
を
図
り
、
読
書
の
習
慣
化

や
読
み
聞
か
せ
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も

た
ち
も
読
書
が
生
活
の
一
部
に
な

り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
、
待
ち
時
間

に
本
を
開
く
子
ど
も
も
増
え
て
き

ま
し
た
。

■お問い合わせ先■

●国土交通省川内川河川事務所　　℡(0996)22-3271 　
　激特事業に関すること　　　　　　　　工務課　志賀　三智
　鶴田ダム再開発事業工事に関すること　工事課　猪野和歌人
　激特事業工事に関すること　　　宮之城出張所　宇都　薫
　　　　　　　　　　　　　　　　℡(0996)53-1756

●鹿児島県北薩地域振興局　建設部 
　河川港湾課　河川砂防第２係 係長 木佐貫浄治
　　　　　　　　　　　　　 ℡(0996)23-5151

　
総
合
的
な
学
習
で
は
、
そ
ば
作

り
・
竹
細
工
・
わ
ら
細
工
な
ど
を
、

地
域
の
方
々
に
指
導
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
工
場
や
温
泉
、

養
蜂
家
を
見
学
し
て
、
自
分
た
ち

の
言
葉
で
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の

発
表
会
に
快
く
出
席
も
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
地
域
に
学
び
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
を
支
え
て
く
だ
さ

る
「
佐
志
区
公
民
館
」
「
き
ら
め

き
の
会
」
「
ニ
ュ
ー
女
性
部
」
と

各
団
体
の
多
く
の
方
々
に
一
年
を

通
じ
て
幅
広
く
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

場所：鶴田ダム

児
童
32
人
　
４
学
級
　
職
員
10
人
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
22
戸

校
訓
　
「
や
さ
し
く
　
か
し
こ
く
　
元
気
よ
く
」

本
校
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
元
気
な
あ
い
さ
つ
　
花
と
緑
の
き
れ
い
な
学
校
」

児
童
72
人
　
６
学
級
　
職
員
14
人
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
53
戸

校
訓
　
「
か
し
こ
く
　
や
さ
し
く
　
た
く
ま
し
く
」

本
校
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
花
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
佐
志
っ
子
一
人
一
人
が
主
人
公
」

１
　
読
書
活
動
の
充
実

２
　
学
力
向
上
を
目
指
し
て

３
　
地
域
と
連
携
し
た
体
験
活
動

１
　
基
礎
学
力
の
定
着
と
向
上

２
　
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着
と
「
心
の
教
育
」
の
推
進

３
　
地
域
と
共
に
歩
む
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
推
進

Ｈ22.7月時点 Ｈ23.1月末時点

道路の拡張をしています 工事用資材置場等の造成をしています 法面保護工事をしています

法面処理工事

工事用道路関連工事



●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４■くらしの情報

健
康
増
進
課 

健
康
増
進
係

 

　
　
　
　
内
線
２
１
４
３

福
祉
課 

福
祉
障
害
係
　

　
　
　
　 

内
線
２
１
３
４

広　告

広　告

薩摩郡医師会病院　0996-53-0326

＆

働きながら資格が取れます！

■広告掲載料　・広報さつま　１枠 １万円（縦6.0㎝×横8.5㎝）
　お問い合わせ先：役場 総務課 広報文書係(内線2214)

～広報紙に広告を掲載しませんか？　広告主大募集！～

ちくりんスタンプ会イベント情報ちくりんスタンプ会イベント情報

詳細は、ちくりんスタンプ会まで 　53-1141(町商工会内)

スタンプを貼り終えた台紙に、貼ってご利用ください。
このシールを貼ってある台紙はスタンプシールをプラス
１０枚差し上げます。

台紙５冊で
新幹線

川内⇔鹿児島
(往復)と交換

台紙２冊で
タクシーチケット
1500円分と交換

スタンプシール

有効期限

平成23年３月31日

プラス

１０枚

キ 

リ 

ト 

リ 

線

３月12
日

九州新
幹線

全線開
通にあ

わせて

博多⇔
鹿児島

往復チ
ケット

と

交換！
！

詳しく
は、３

月５日
の

折込チ
ラシで

！！

看護学校奨学金制度
あります！
看護学校奨学金制度
あります！

看護師さん募集！！看護師さん募集！！
・１月14日

地域雇用創造推進先進地視察時

（指宿市）

2,310円

・１月14日

日特㈱宮之城工場消防出初

祝賀会時

4,770円

・１月16日

日特ラグビー部トップ

キュウシュウＢリーグ出場激励

50,000円

・１月29日

鹿児島市さつま会新春の集い時

地元産品外

28,140円

・１月30日

さつま町発達障がいに関する

講演会時講師食事代外

8,075円

・１月７日

地域雇用創造推進先進地視察時
（伊佐市）

2,310円

・１月11日

地元産品ＰＲ用

11,640円

１
月
４
日

　
　
５
日

　
　
６
日

　
　
７
日

　
　
９
日

　
　
11
日

　
　
12
日

　
　
13
日

　
　
14
日

　
　
17
日

　
　
18
日

　
　
19
日

　
　
20
日

　
　
21
日

　
　
22
日

　
　
23
日

　
　
24
日

　
　
25
日

　
　
26
日

　
　
27
日

　
　
28
日

　
　
29
日

　
　
30
日

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

仕
事
始
め
式
　
▽
町
内
関
係
機
関
年
頭
の
挨
拶
　
▽
町
成
人
式

初
せ
り
式
（
青
果
市
場
）
▽
初
せ
り
式
（
魚
市
場
）
▽
年
頭
の
挨
拶
（
薩
摩
川
内
市
内
関
係
機
関
）

年
頭
の
挨
拶
（
鹿
児
島
市
内
県
庁
外
関
係
機
関
）

町
内
企
業
訪
問
　
▽
日
本
特
殊
陶
業
㈱
加
藤
社
長
と
の
新
年
意
見
交
換
　
▽
新
年
互
礼
会

町
消
防
出
初
式
～
祝
賀
会
（
久
富
木
、
山
崎
、
二
渡
各
分
団
）

町
内
企
業
訪
問

女
性
職
員
と
の
意
見
交
換
会
　
▽
町
文
化
懇
談
会
と
の
意
見
交
換

北
薩
木
材
流
通
初
共
販
会
　
▽
「
遊
び
の
広
場
」
視
察

日
特
㈱
宮
之
城
工
場
消
防
出
初
式
　
▽
商
工
会
初
春
の
集
い

３
役
調
整
会
議
　
▽
町
教
育
委
員
と
語
る
会

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式
　
▽
南
国
交
通
㈱
社
長
と
の
意
見
交
換

県
立
北
薩
病
院
対
策
協
議
会
（
伊
佐
市
）

倫
理
法
人
会
５
周
年
記
念
祝
賀
会

国
道
３
２
８
号
・
北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
要
望
（
福
岡
市
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
期
成
会
要
望
（
福
岡
市
）

議
会
全
員
協
議
会
　
▽
市
町
村
職
員
共
済
組
合
理
事
打
ち
合
わ
せ
（
鹿
児
島
市
）

国
政
報
告
会
（
出
水
市
）
▽
九
州
惑
ラ
ク
ビ
ー
さ
つ
ま
惑
交
流
大
会
　
▽
神
子
区
・
柊
野
区
交
流
会

さ
つ
ま
特
産
品
販
売
所
イ
ベ
ン
ト
激
励

県
北
薩
地
域
振
興
局
と
の
行
政
懇
話
会

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
キ
ャ
ン
プ
激
励
　
▽
薩
摩
地
区
３
区
公
民
館
役
員
と
の
意
見
交
換
会

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
会
議
　
▽
薩
摩
地
区
た
ば
こ
播
種
　
▽
当
初
予
算
町
長
査
定

薩
摩
地
区
た
ば
こ
振
興
大
会

当
初
予
算
町
長
査
定

お
に
ぎ
り
給
食
会
（
盈
進
小
学
校
）
　
▽
鶴
田
地
区
４
区
公
民
館
長
と
の
意
見
交
換
会

鹿
児
島
市
さ
つ
ま
会
新
春
の
集
い
（
鹿
児
島
市
）

さ
つ
ま
町
女
性
大
会
　
▽
み
や
ん
じ
ょ
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
タ

地デジの準備はお済ですか？

アナログ放送終了まであとわずか！

お問い合わせ先

デジサポ鹿児島
℡ 099（833）2020

総務省
地デジチューナー
支援センター
℡ 0570-033840

役場 企画課
地域振興係(内線2223)

地デジに関する
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町
長
の
動
静
（
平
成
23
年
１
月
）

がんばれ 認定農業者!!　シリーズ58

　城戸伸二さんは、平成11年10月に認定農業者と

して認定されました。現在、生産牛15頭、水稲３．２

ha、農作業受託など主に経営されています。

　「山間部の農地なので畦畔などの草刈作業が大

変」と苦労を話されます。

　また「農業は天候などに左右されるが、手間を

掛けた分だけ結果として表れてくる」と農業の魅

力を話されます。

　農業の傍ら、地元消防団の分団長や校区副館長、

農業委員などとしても活動され、地域の活性化に

努めていらっしゃいます。忙しい合間を縫っては

趣味の「狩猟」にも出かけられます。

　今後は「粗飼料の自給率向上を図りながら、購

買者の好む子牛の育成や水稲の低コスト化を目指

したい」と抱負を話されました。

※
主
な
会
議
及
び
行
事
を
抜
粋
（
庁
内
の
会
議
、
打
ち
合
わ
せ
は
除
く
。
）

城 戸 伸 二 さん 55歳

き ど し ん じ

さつま町永野

町長交際費執行状況(１月分)

●
健
康
診
査
日
程

　
　
　
　
【
３
・
４
月
分
】

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
６
ヶ
月
児

　
　
　
　
（
Ｈ
21
．
７
生
）

　
３
月
１６
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
３
歳
児
（
Ｈ
20
．
１
生
）

　
３
月
２３
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
２
歳
児
健
康
相
談

　
　
　
　
（
Ｈ
21
．
３
生
）

　
４
月
７
日
（
木
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１０

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
２
歳
６
ヶ
月
児

　
歯
科
健
康
診
査

　
　
　
　
（
Ｈ
20
．
９
生
）

　
４
月
７
日
（
木
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　
４
月
８
日
（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１０

　
時
３０
分
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
22
．
８
生
）
相
談

　
４
月
８
日
（
金
）

　
午
後
１
時
～
午
後
１
時
３０

　
分
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
４
～
５
か
月
児

　
産
婦
健
康
診
査

　
　
　
（
Ｈ
22
．
11
生
）

　
４
月
１３
日
（
水
）

　
午
後
０
時
３０
分
～
午
後
１

　
時
受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー

）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　
３
月
２８
日
（
月
）

　
４
月
１１
日
（
月
）
　

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１

　
時
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
お

持
ち
の
上
、
ご
夫
婦
で
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　
３
月
１６
日
（
水
）

　
３
月
２３
日
（
水
）

　
４
月
７
日
（
木
）

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時
受

　
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
総
合
健
康
相
談

　
４
月
５
日
（
火
）

　
午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１

　
時
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
楽
々
健
康
ウ
ォ
ー
ク

■
小
さ
な
春
コ
ー
ス

　
３
月
１３
日
（
日
）
午
前
８
時

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
佐
志
支
所
出
発

■
さ
く
ら
コ
ー
ス

　
３
月
２６
日
（
土
）
午
前
８
時

　
久
富
木
区
公
民
館
出
発

●
心
配
ご
と
相
談
所

■
毎
週
木
曜
日

　
午
前
１０
時
～
正
午

　
宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
　 

　

　
　
（
５２
）
１
１
２
３

●
防
ご
う
！
山
火
事
！

　
山
火
事
は
、
空
気
が
乾
燥

し
、
あ
ぜ
焼
き
や
山
菜
取
り

な
ど
山
林
へ
の
出
入
り
が
多

く
な
る
こ
の
時
期
に
多
発
し

て
い
ま
す
。

　
い
っ
た
ん
山
火
事
が
発
生

す
る
と
、
通
報
の
遅
れ
や
水

利
状
況
が
悪
い
な
ど
、
延
焼

し
や
す
く
消
火
し
に
く
い
こ

と
か
ら
、
大
規
模
な
山
火
事

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
山
火
事
の
多
く
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
火
の
取
り
扱
い

の
不
注
意
に
よ
り
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
枯
草
等
の
あ
る
場
所
で
は
、

た
き
火
を
し
な
い
。

○
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中

は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用

後
は
完
全
に
消
火
す
る
。

○
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
。

○
あ
ぜ
焼
き
な
ど
火
入
れ
を

行
う
際
は
、
必
ず
役
場
（
耕

地
林
業
課
）
で
許
可
を
受
け

る
。

○
消
火
用
具
等
の
準
備
を
し

て
お
く
。

　
山
火
事
の
多
く
は
人
災
で

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

気
を
つ
け
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
災
害
で
す
の
で
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
１
月
の
火
災
・
救
急
情
報

○救　急
◆出動件数 　104件
　運んだ人 　 96人
◆内 訳
　急　病 　55件50人
　交通事故 ６件５人
　その他　 43件41人

○火　災

なし

消
防
本
部

　
　
　
（
52
）
０
１
１
９



か み や し き あ や

さん

鹿屋体育大学（４年生）
女子バレー部　主将

（柏原出身）

上屋敷　綾

「
ひ
と
仕
事
」
コ
ー
ナ
ー
は
今
回
で
終
了

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
春
、
鹿
屋
体
育
大
学
を
卒
業

後
は
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
実
業
団

チ
ー
ム
「
Ｊ
Ｔ
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
」
へ

の
入
部
が
内
定
し
て
い
る
、
上
屋
敷

綾
さ
ん
は
、
本
町
柏
原
出
身
で
す
。

　
小
学
１
年
生
か
ら
バ
レ
ー
を
始
め

た
の
は
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
を
さ
れ

て
い
た
お
母
さ
ん
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
入
団
し
て
い
た
お
兄
さ
ん
達
が

き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

　
柏
原
小
↓
蒲
生
中
時
代
に
は
県
選

抜
選
手
と
し
て
バ
レ
ー
を
続
け
、
鹿

屋
中
央
高
校
３
年
生
の
時
に
は
「
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
」
と
い
う
輝
か
し

い
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鹿
屋
体
育
大
学
に
進
学
し

て
か
ら
も
活
躍
を
続
け
「
第
５７
回
秩

父
宮
妃
賜
杯
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
学
女
子
選
手
権
大
会
（
全
日
本
イ

ン
カ
レ
）
」
で
も
全
国
優
勝
を
成
し

遂
げ
大
学
生
活
に
有
終
の
美
を
飾
り

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
小
・
中
・
高
・
大
学
と

最
終
学
年
で
主
将
と
い
う
立
場
で
チ

ー
ム
を
ま
と
め
た
り
、
苦
労
も
多
く

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
バ
レ
ー
の
魅
力
は
？
」
と
尋
ね
る

と
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
だ
と
思
い
ま
す
。

一
つ
の
ボ
ー
ル
を
み
ん
な
で
追
い
か

け
て
プ
レ
ー
す
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を

感
じ
ま
す
」
と
返
っ
て
き
ま
す
。

　
彼
女
は
「
踏
ま
れ
て
も
踏
ま
れ
て

も
立
ち
上
が
る
草
の
よ
う
な
魂
」
と

い
う
意
味
の
「
草
魂
」
と
い
う
言
葉

が
好
き
で
、
バ
レ
ー
で
も
日
常
生
活

で
も
「
あ
き
ら
め
な
い
」
と
い
う
強

い
意
志
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
上
屋
敷
さ
ん
に
、
鹿
屋
体

育
大
学
女
子
バ
レ
ー
部
の
濱
田
幸
二

監
督
は
「
自
分
の
壁
を
乗
り
越
え
る

楽
し
み
を
覚
え
て
き
た
の
で
、
更
に

上
（
全
日
本
）
を
目
指
し
て
自
己
を

磨
い
て
欲
し
い
、
世
界
の
星
に
な
れ

！
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　
上
屋
敷
さ
ん
は
町
内
で
バ
レ
ー
を

や
っ
て
い
る
小
中
学
生
に
「
バ
レ
ー

は
本
当
に
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

今
ま
で
バ
レ
ー
を
や
っ
て
感
じ
た
こ

と
は
、
日
常
生
活
が
そ
の
ま
ま
プ
レ

ー
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

目
標
を
高
く
持
ち
信
じ
て
コ
ツ
コ
ツ

努
力
し
た
ら
い
つ
か
必
ず
達
成
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
将
来
は
先
生
に
な
っ
て
、

バ
レ
ー
の
指
導
を
し
た
い
、
こ
れ
ま

で
支
え
て
く
れ
た
両
親
、
家
族
の
み

ん
な
や
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
仲
間
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
み

な
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
こ
れ
か
ら
も
成
長
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場 

上
之
原
純
夫

疇
地
　
正
男
　
50
　
轟
原

市
成
　
市
子
　
83
　
東
善
寺

　
井
　
弘
隆
　
64
　
上
仲
町

轟
原
キ
ク
ノ
　
103
　
尾
原

松
下
マ
ツ
子
　
81
　
中
央

王
子
野
ア
ヤ
　
82
　
紫
尾
上

川
﨑
　
喜
美
　
89
　
城
之
口

田
野
　
公
三
　
82
　
中
間

髙
木
　
良
滿
　
80
　
櫃
ヶ
迫

税
所
　
　
昇
　
88
　
湯
之
元

南
園
　
文
雄
　
69
　
西
町

岩
元
　
幸
男
　
92
　
高
嶺

植
村
　
秀
德
　
89
　
大
俣

髙
木
ヒ
サ
子
　
91
　
新
田

久
木
野
正
巳
　
82
　
き
ら
ら

谷
山
　
哲
朗
　
82
　
山
神

川
畑
　
松
榮
　
91
　
城
内

現
王
園
幸
夫
　
81
　
白
男
川
中

久
留
須
フ
サ
　
87
　
種
子
田

今
屋
　
　
品
　
90
　
町
頭

原
田
　
　
保
　
90
　
マ
モ
リ
エ

植
園
ス
ミ
子
　
92
　
鶴
宮
園

向
囿
　
ミ
カ
　
88
　
黒
鳥

冨
重
　
ミ
エ
　
95
　
東
町

河
野
　
チ
ヨ
　
98
　
麓

平
　
　
エ
ミ
　
91
　
黒
鳥

福
永
　
輝
雄
　
91
　
北
原

　
原
ヨ
シ
子
　
86
　
吉
川

中
囿
　
　
香
　
69
　
上
向

大
園
　
榮
治
　
78
　
角
郷

中
島
　
義
春
　
67
　
中
央

西
別
府
三
郎
　
89
　
天
神

小
久
保
ミ
ツ
　
95
　
紫
尾
下

永
德
キ
ヨ
エ
　
91
　
二
渡

山
下
　
　
也
　
69
　
戸
子
田

浜
　
　
政
辰
　
74
　
虎
居
町

上
川
畑
重
雄
　
82
　
大
願
寺

小
山
　
　
德
　
93
　
上
場

原
田
　
千
尋
　
85
　
上
平
川

山
口
　
　
崇
　
42
　
尾
原

井
上
　
公
之
　
84
　
弓
之
尾

梅
川
　
國
使
　
64
　
角
郷

　
囿
　
数
己
　
84
　
湯
田
下

時
吉
　
三
郎
　
82
　
中
央

田
島
　
　
一
　
69
　
鶴
田
大
角

富
園
フ
サ
ヱ
　
91
　
白
男
川
中

内
　
野
　
翠
　
楓
　
　
宏
　
俊
　
西
町

東
　
郷
　
由
　
愛
　
　
大
　
武
　
虎
居
馬
場

市
　
山
　
奏
　
志
　
　
大
　
樹
　
湯
之
元

　
　
永
　
　
蓮
　
　
　
龍
　
輔
　
柊
野
中
間
下

播
　
磨
　
悠
　
世
　
　
信
　
吾
　
求
名
町

祝
　
迫
　
実
　
優
　
　
隆
　
洋
　
紫
尾
中

中
　
間
　
望
　
央
　
　
　
茂
　
　
あ
な
が
わ

新
　
留
　
蒼
　
大
　
　
伸
　
一
　
京
塚
原

中
　
間
　
優
　
惺
　
　
英
　
男
　
あ
な
が
わ

永
　
野
　
翔
　
太
　
　
裕
　
二
　
城
之
口

瀬
戸
口
　
ら
　
ん
　
　
　
潤
　
　
屋
地
馬
場

大
　
迫
　
舜
　
斗
　
　
啓
　
一
　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

　
　
都
　
佑
　
汰
　
　
孝
　
法
　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

島
　
﨑
　
大
　
雅
　
　
祐
　
一
　
湯
田
中

田
　
島
　
朔
　
仁
　
　
広
　
和
　
武
白
猿

牟
田
園
　
美
　
月
　
　
和
　
行
　
豆
漬

牟
田
園
　
美
　
花
　
　
和
　
行
　
豆
漬

松
　
元
　
瑛
　
司
　
　
洋
　
文
　
下
平
川

中
　
屋
　
梅
　
香
　
　
翔
　
太
　
上
向

男男男男男男男男男男 男 女女女女女女女女

う

ち

の

み

や

で

と

う

ご

う

ゆ

ら

い

ち

や

ま

そ

う

し

は

り

ま

ゆ

う

せ

い

い
わ
い
ざ
こ

み

ひ

ろ

な

か

ま

み

お

な

か

ま

ゆ

う

せ

い

な

が

の

せ

と

ぐ

ち

し

ょ

う

た

お

お

さ

こ

し

ゅ

ん

と

う

と

ゆ

う

た

し

ま

ざ

き

た

い

が

た

し

ま

さ

く

ひ

と

む

た

ぞ

の

み

つ

き

む

た

ぞ

の

み

は

な

ま

つ

も

と

え

い

じ

な

か

や

う

め

か

に

い

ど

め

そ

う

た

よ

し

な

が

れ

ん

　「酒は百薬の長」といわれるように、昔から適量の飲酒が健康に良いことは知られています。お酒を

飲むと楽しい気分になって、話しもはずみ、ストレスが解消されるなど良い面もたくさんあります。

　反面、適量を超える飲酒が習慣化すると、肝障害、認知症などさまざまな病気の引き金となることも

わかっています。

　１日の適量は、ビール：中びん１本、焼酎：お湯割り１杯（６：４）、ワイン：ワイングラス２杯、

日本酒：１合が目安です。ただし、女性の方なら、一般的に男性の６割程度が適量と考えられています。

また、年齢を重ねるごとにアルコールの代謝能力が低下するため、高齢者の方は適量より少なめに飲む

ことが良いとされています。

　町では町民の皆さんにおいしく、たのしくお酒をのんでいただき、いつまでも健康で楽しく生活を送

っていただきたいと願い下記のとおり講演会を実施することになりました。是非この機会に多くの方の

ご参加をお待ちしております。（詳細につきましては役場健康増進係までお問い合わせください）

1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成２２年３月５日生

くん

と あふ る た

古田篤蒼

～おいしいお酒飲んでいますか？～

下狩宿 公民会

両親から一言

父　直　博　さん

母　早　苗　さん

素直でまっすぐな

　子どもに育ってね！

１
月
16
日
～
２
月
15
日
届
出
分
（
19
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

１
月
16
日
～
２
月
15
日
届
出
分
（
45
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

こんにちは保健師ですこんにちは保健師ですこんにちは保健師です 健康さつま21 

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

－さつま町出身者編－

ゆずりは たけふみ

日時：平成２３年３月１９日（土）　１３：３０～１６：００

場所：鶴田中央公民館　（鶴田支所隣り）

講演：「快適な生活を続けるために」～お酒と長く付きあうためには～

　　　独立行政法人国立病院機構肥前精神医療センター院長　杠　岳文　先生
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　６日　きりん薬局　　　５２－２０３３

１３日　青空薬局　　　　５２－０１０１

２０日　ヘルシー薬局　　２１－３７３９

２１日　うさぎ薬局　　　５２－４１１６

２７日　ぎんざ薬局求名店　 ３１－６５００

　３日　みやんじょ薬局 　５２－４６５０

１０日　青空薬局　　　　５２－０１０１

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　24,070人（- ８人） 

　男　　11,110人（- ６人）

　女　　12,960人（- ２人）

    世帯数　9,937世帯

 転入   39人　転出   19人

 出生　 14人　死亡   42人

 （平成23年２月１日現在）

     （　）は前月対比

　６日　さくらクリニック　　５３－１４５１

１３日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

２０日　溝口整形外科　　　　５２－４６６８

２１日　相良医院　　　　　　５３－０１６０

２７日　益嵜医院　　　　　　５７－００１０

　３日　木原医院　　　　　　５２－２７００

１０日　薩摩郡医師会病院　　５３－０３２６

ひ だ か こ う す け

日 髙 皓 介 くん

父のようになりたい！

ぼくの将来の夢は、カヌーのインストラクターになること

です。お父さんが、カヌーのインストラクターの仕事につ

いていて、カヌーの乗り方やこぎ方などを教えていたので、

ぼくもインストラクターになりたいと思いました。そして、

できるだけたくさんの人にカヌーを教えていきたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

（国勢調査人口による補正有り）

３　月

４　月

３　月

４　月

流水小学校６年
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